














要約:石川県は人口ベースによる先天異常モニタリングの基礎資料を得るため、昭和 56 年

より県内全産婦人科医療機関の協力を得て、先天異常児発生調査を実施してきている。本

年度は、昭和 56 年 1月より平成元年 12 月までの満9年間に協力機関で県内居住の母親か

ら出産した 98,888 児と、同期間に報告のあった先天異常児 666児をもとにその発生頻度を

求めた。 

全先天異常児の発生頻度は出産 10,000 当り 67.35であり、主なマーカー奇形の発生頻度は

無脳症 4.35、脳瘤・脳髄膜瘤 1.52、水頭症 2.53、口唇裂 4.65、口唇口蓋裂 5.36、口蓋裂

4.15、脊椎髄膜瘤・二分脊椎 1.82、臍帯ヘルニア 1.82、腹壁破裂 1.01、直腸肛門奇形 2.93、

多指症 5.06、合指症 1.42、上肢減数異常 2.83、多趾症 3.24、合趾症 2.93、下肢減数異常

1.82、ダウン症候群 3.13で、尿道下裂は男児出産10,000 当り 1.78 を示していた。マーカ

ー奇形以外の奇形は同 18.81で、口唇口蓋裂を除く2種以上の奇形の合併した重複(多発)

奇形児は 13.15 で全先天異常児の 20%を占めていた。 

母親の居住地を市部、郡部別および加賀、金沢、能登の 3地域に分けて全先天異常児なら

びにマーカー奇形の発生頻度を検討した。全先天異常児の発生頻度は市部および加賀、能

登の両地区がやや高値を示すが、各群間に著差があるとはいえなかった。また、各マーカ

ー奇形の発生頻度も多少のバラツキはあるものの一定の時期や地域で集中的に発生するよ

うな傾向は認められなかった。 


